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取扱説明書 

お買い上げいただきましてありがとうございました。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、説明の通り正しくお使いくださし、。 
また、この取扱説日月書は大切に保管してくださし、。 
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安全上のごを意 

製品をを全にごイま巧いただくために、「ま全上のご注意」をご使用の前によくお読みくださし、。 


絵表示について 

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々 
への危害や財産への損害をモ然に防止する為に、いろいろな絵表示をして 
いまず。 

その表示と意味は夕のようになっています。内容をよく理解してから本文 
をお読みください。 


A 敬た この表示を無視して、誤った取巧いをすると、人が死こま 
/•\ 胃に 3 たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 



A 、^ゴ 5：* この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が障害 

/!\ を負う可能せが想定される内容および物的璋害のみの発 

生が想定される内容を示しています。 卜 


給表 71 ^ の例 

A 

A 記号はを意（危険•警をを含む）を促す内容があることを告げるも 
.のです。図の中に具体的なを意内容（左図の場合は感電を意）が描かれ 
ています。 



Q 記号は禁止の斤為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体 
的な禁止内容（左図の場合はみ解禁止）が描かれています。 


を 

• 記号は行為を強制したり指示する巧容を告ザるものです。図の中に 
具 f 本的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）が 
描かれています。 


お客様または第兰者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品 
の使巧によって受けられた損害については、法令上の賠僧責任が認められる場合を除き、当社は 
—切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 
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么警告 


水や異物を入れない 


0 

を 


巧巧プラグを 
つンセントから 


機器の内部に、水や、金属-紙などの 
異物を入れないでください。 

く火災や感電のあ険があります> 
•人ってしまったら、ただちに使用を 
中ムしてください。 

• 才ーディオ装鹽本体の電源スイッチ 
を切り、コンセントから•霞源プラグ 
を抜いてください。 

♦.さ愤、修理をご巧頼ください。 



X 


A 

を 


巧おプラグを 
コンセントから 
巧け 


異常かな？と思ったら 

煙がおたり、喪な興いや音がする場 
合、備器の巧禪を中止してください。 
く火災や感‘瑕のを険があります> 
t ■直ちにオーディオ装體本体の讚源义 
イッずを切り、 rj ンセントから; t 源 
プぅダを抜いてください。 

♦安金を確かめてから、修理をご依頼 
ください。 


が^^ 



ケースを絶巧に開けないでください 

スピーカーのキヤビ幸、ット、カバー を 
/^\ 閲けたりな造をしないでくだをい。 

( <がげ感電の瓶険があります） 

、一-^ •点検、修理は販売席:またはケンゥッ 
修结止 ド営業巧〜ご依賴〈ださい。 




A 


ビ ニー ル袋に注意 

ビニール袋は子供や幼おの手の居かない所にか 
たづけ、かぶって遊んだりしないようご注意く 
‘ださい。 

く窒息の危険があります> 


(§) 


風呂場では使用しない 

風呂場など、湿度の高いところや、水はねのあ 
る場所で使用しないでください。 

<火災や感電のを 険があります> 


X 



，二：：、 

.が;、'、、、み 

A 

KENVMXX) 〇 > ザ 


百 ％ MBSESMmKSSSSm S 


0 


不安定な場所には置がない 

ぐらついた宵の上で巧いた巧など、 
不安定な場所に置かながでください。 
<落ちたり倒れたりして、けがの原固 
じなることがあります> 



A ミ主意 


0 


上にのらない 

特にお子様が上に乘ったり、ぶら下 
がったりしないように、ご注意くだ 
さし、。 

く倒れたり、こわれたりして、けがの 
瑶因になることがあります> 


0 


温度の富い場巧には置かない 

直さホ日光が当る場所、暧麗磯興の近く 
など、異常に温度が觀くなる蛹巧に放 
置しないでください。 

<本体や部おに悪い影經を与え、•火災 
の原因になることがありまず> 




•iwnoco 0 


Q 


指定に(外のものを載せない 

特に指定のない蜗合でも、ぐらつくよう 
な盡いもの、また列■梓からはみ出るよう 
な大きいものを載せたり、慶いたりしな 
いで下さい。 

〈くずれて倒れたり落下して、けがの熙 
因となることがちります> 



0 


異常な音を出し続けない 

スピーカーを 長時間、音がわれたり， 
歪んだが態で使わないでくどさい。 

<発帮し、火災の願因となることがあり 
ます> 
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:'使用の前に 


«包装ケ…スはぜひ保管されて、修理サービスや移串云などのと 
き、スピーカーシステムを保護するためじご利用ください。 


国付属品 


♦スピー-力…コ…ド 

(長さ 3 m 2本） 

芋 

〇 

•バナナプラブ 

8個 




■ス ピー カーの防磁とテレビに ついて 

1. このスピーカーシスナムは、テレビとの近接使用が可能なス 
ピーカーシステムです。設置のしかたじよっては、色ムラを生. 
じる場合があります。その場合は、1をナレどの電源を切り、 
15 〜 30 分•後に再びスイブナを入れてください。テレビの自己 
消磁機能じより、画面への影響がな善されます。その後もをム 
ラが巧るような場合には、スピーカーをさらに離してご使用く 
ださい。 

2. 近くじおおなど磁気を発生するものが置かれている場をじは、 
スピーカーとの相互作用じより、テレビに色ムラをを生する場 
合がありますので、設置にご注意ください。 

3 . テレビからの電磁波の誘導作用じより、ステレオの電源.スイッ 
チが OFF のときでも、スピーカーから音が聞こえることがあ 
ります。その場合も、テレビとスピーカーを雑して設置してく 
ださい。 


■使用上のごを意 


■セットのお手入れ 


♦このスピ力ーシステムのを格インピ -- ダンスは60です。ご 
使用じなるアンプの規格を調べて、 6 n の負荷インピーダンス 
が巧用できることを確認してください。 

•この スピ-■カシステムの瞬間最大入力は lOOW です。過大な人 
力をスピーカーに加えると、を質をそこねたり、故障の原因と 
なることがありますので、次のことじ十みご注意ください。 

1. スピーカーシステムの、瞬間最大入力な下の出力のアンプをご 

使用になるときでも、ボリユームをあげ遇ぎると、アンプの出 
力がまみ過大人力となります。ボリユームをあげ過ぎないでく 
ださい。 ' 

2. アンプの卜ーンコントロール 《 BASS 、 TREBLE ) や ラウ ドネ 
スコントロールをど で、低音域や高さ域のレベルを大幅にあげ 
たが態で、ボリユームをあげ過ぎないでくださし、。 

3. FM 放送の局間ノイズや、 テープの 早送りじよる高調ぶ成みを 
まんだ信号等を、連続して加えないでください。 

4. アンプのスイ 'ソチを切り換えるときや、 レコー ド盤に針をおろ 
すときは、アンプのボリュームを最小じして < ださい。 


キャビネッ ト などが汚れたときは、やわらかい布でホらぶき 
します。シンナー、ベンジン、アルコールなどはを色の原因にな 
ることがありますので、ご使用じならないでください。 



ステレオ音のエチケット 


をしい音楽も、時と場所じよつては気になるもので 
す。隣り近巧への配慮も十分いたしましょう。ステレ 
才の昔量は、あなたのム、がけホ第で大きくも小さくも 
なります。静かな夜間は、小さな啓でも通りやすいも 
のです。夜間の音楽鑑賞には、特に気をおりましょう。 
をを巧めたり、ヘッドホンをご使用じなるのも -- -つの 
方法です6お置いに‘ C 、 を配り、快い生活環境をずりま 
しよう。 
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接続のしかた 


スピーカー コー ドを直 



___ A _ 

使用されるアンプのスピーカー端子がノ くナナプラグお応されている場 
合 (KAF- 7002, KAF- 5002など）スピーカー側と同様な方をでバナナプ 
ラグを使用して、スピーカーコードとアンプのスピーカー端子を、接続 
することらできます。 


ごミま意：---:一 - 

1 . スピーカーコードを接続する前に、必、ずアンプの電源を切って 
ください。電源を乂れたまま接続すると、スピーカーシステム 
が故障することがあります。 

2. 端子と スピーカーコー ドの極性 （+)、（一) をまちがえて接続 
すると、音像がをまらず、低音域の 量感 も得られません。端子 
とコー ドの極性にを意して接続して〈ださい。 

3. バナナプラグをご使用になる場をは、スピーカー端子のネジを 
締めてから差し込んでください。 


1. 向かって左側のスピーカーシステムは、アンプのスピーカー端 
子 L (左） に、 右側のスピー カー システムは、アンプの スピー 
力一 端子 R (右） にあ続します。 

参このスピーカーシステムは、左側と右側設置用があります。 
裏板シール上に、 L (左用)、 R (右用）で表示されております。 

2. 付属のスピーカーコードには、ホ色の線 （+ ) とまし白をの徵 
(― ) がありますので、アンプのスピーカー端子 （+ ) 側にホを 
の線、（一 ） 側に乳白色の綠を接続してください。 

3. スピーカーシステムの入力端子はホ（ホ線マーク）の夕ーミナ 
ルがけ）、黒（黒線マーク）の夕ーミナルが （一) です。か属 
のスピーカーコードのホ色の線をホターミナル、乳白色の線を 
黒ターミナルじ接続します。 

■付属バナナプラグの使用方法 

1. スピーカーコードとバナナプラグの接続’ 

スピーカーコー ドの先端（ぶ線）をよ じって、 図のように、プ 
ラグ部に入れ、キャップ部をしっかり締めます。（このとき、 
リード線の被服部をはさみ込まないようご注意ください） 


{ •か属のスピー カーコー ドは、方向性を もっていて 音質に関 I 
I 係します。下図に合わせて接続することをおすすめします 。I 






スピーカー側 



2.配線 

スピーカーコードが接続されたプラグを、それぞれの端子に 差 
し达みます。（コードの極性、方向をご確認ください） 



サランネットのとりはずし方 


参かしかた 
①下部隅を手前に引く 



②上部隅を手前に引く 



♦取り巧けかた 
①上部隅を押し込む 



②下部隅を押し込む 
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定 格 


^ /主思、.- - --- 

これらの定格およびデザインは’、技術開発にともない予告なく変更ずることがあります。 


LSF-777 


種類 . 防磁盟 ( EIAJ ) 2ウェイスピーカーシステム 

エンクロージャー。…バスレフ式、ブックシェルフタイプ 
ウォールナット仕上げ 

スピーカーユニット 

ウーハー .150 mm コーンお 

ツィーター .28 mm ドーム形 

瞬間最大入力 .100 W 

を格インピーダンス。6 n 

再を周ぶ数特性 .45 Hz 〜30,000 Hz 

クロスオーパー周ぶ数.. 2,200 Hz 
出力音圧レベル . 84地 /W ( Im ) 

かお寸法 . 順）216 X 搞さ）352 X (奥巧） 326 mm 

正味質量 .8.7 kg / 1台 

付属品 . スピーカーコード2本 

バナナプラグ 8個 


LSF-555 


種類 .. .防磁型 ( EIAJ ) 2 ウェイスピーカーシステム 

エンクロージャー ..... バスレフ式、ブックシェルフタイプ 
ゥォールナット調 PVC 仕上げ 

スピーカーユニット 

ウ ー /、一 .150 mm コ—ン形 

ツィーター .28 mm ドーム形 

瞬間最大入力 .100 W 

を格インピーダンス. .6 n 

再生周波数特性 .45 Hz ~ 30.000 Hz 

クロスオーバー周ミを巧.. 2,200 Hz 
出力音圧レベル .85 dB/W ( Im ) 

かお寸を . （幅）216 X (高さ）352 X (奧斤） 326 mm 

正ホ質量 .8.1 kg / 1台 

付属 ロロロ . スピーカーコード2本 

バナナラグ 8個 


《「ほ磁型 （ EIAJ )」 とは、（杜）日本電子機械工業会 ( EIAJ ) の技術を準じ適合したスピーカーシステムです。 


保証書とアフターサービス 


し保記書一このスピーカーシステムじは、保証書がついていま 
す。必ず所定事項の記入、および記載内容をご確認のうえ、 
大切に保管してください。 

2. 保証期間一お買いあげの日から 1 年です。正常なご使用状態 
で、この期間内に万一故障した場合には、保証書の記載内容 
により、お買いあげ販売店またはケンウツドの営業巧が無料 
修理いたします。 

3. 保証期間経過をの修理については、お買いあげ販売店、また 
はケンウッドの営業所にご相談ください。修理によって機能 


が維持できる場合は、お客様のご要望により.有料修理いたし 
ます。 

4. スピーカーシステムの補修用せ能部品の最低保有期間は、製 
造打切後8年です。この期間は通商産業省の指導じよるもので 
す。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。 

5. なおア フターサービス についてご不明な点は、お買いあげ販 
売店、またはケンウッドの営業所に、ご遠慮なくご相談くだ 
さい。 


KENWOOD 

株式会社ブンウッド 

〒け0ま京都おさ区道玄巧 1-14-6 

♦商品、商品の取り扱いに関するお問いをわせは、お客様相談室をご利用ください。 

おを様相談室 {ま京)電話 （03)3477-5335 〒153まま都目黒区青葉台 3-17-9( ケンウッド青葉台ビル） 

(大阪)電話 （06)357-5335 〒的4大阪ホ都島区ま醉田町 1-20-5( 大阪ま橋第一生をビル) 
参ァ フターサービスについては、お買いあげの販売店か、または別紙「ケンウッド全国サービス網」をご参照のうえ、 
最寄りのサービスステーション、を営業巧にご相談ください。 

























